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掲
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設
計
学
習
や
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健
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を
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す
る
た
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の
学
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の
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で
す
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六
月
一
日
、
楽
し
く
学
ぼ
う
、
 

学
び
た
い
と
受
講
を
希
望
し
た
人
、
 

二
百
五
十
人
の
北
辰
大
学
開
講
式

が
、
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

釜
落
裕
教
育
長
は
、
「健
康
に
し

て
長
寿
、
ど
う
か
気
持
を
若
返
ら

せ
、楽
し
く
学
習
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
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代
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・
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ん
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、
健
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で
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よ
い
家
庭
、
 

郷
土
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
、
 

誓
い
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言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
松
野
憲
一
先
生
を
講

師
に
、
第
一
回
講
座
で
あ
る
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辰

大
学
校
歌
の
合
唱
指
導
が
行
わ
れ
、
 

受
講
生
達
は
歌
う
楽
し
さ
を
満
喫

し
ま
し
た
。
 

（
学習
会
は
月
一
回
、
年
に
＋
回

の
予
定
で
す
）
 

E盛』且← の 業ピタ前

ーい坦型産主将五ム2訪問一 一 j
1-r言盟'F7三二週 弘司 γ 「的相をど、塩 田t0i¥fBt0i¥〓:
tW t.，1 j越智同畠 五A な互山色べや 佐久犯ぺD 巴ι11-4J j/ ~ 

. 哩占!d;: ~官.A. 宮-0 ~量参のしとコ、一一 - -- - ....... ~ -._-
;. ~ .~苫哩， … ..有 名彊唾 d閣置カ口親てりニ公 : 

AIRata--Aj-J;苛J"，竃園 芸害区ぢ六走 青年部・婦人部
置量晶l' 曹を-at Ll!・~-j畠盛也 E・・を、しのイ設 : .‘'‘MグI ‘『司F曹司院量R 員 1，.'， 目町た五ン等か内の
n・a~l~ べ 1._11 ~曹洞厩司 事 1"\ 的内 百パをにに中さ
州EBm，RAF-d??fJJ7F凶圃l_，.， ¥.にで 本!飾丙と、わ
t司哩L骨子高ー ----..，_、~.... '司E~_j ' d可、行 のチる野、花や

議き続可ia，e、趣房雪量産友 ZZ属産主三室 仲:
認宮川台三krr?kid弓慧票差喜望ぞ字ZZR責 ー;詮守Zitfr-‘1'---予)さ 省民夕、jに事 るサラタ賑のの ノ

結 へ 作ノレン lや町風 、
楽 :

:語義含守護42定誌tス毛堂 し;
i士の行く様員どボ町ロすれ 町三~ ~-ーが町 r-1 1-=-1い
時場事暮々は楽 I ，-I 。現 餅 申高-， ~.-_ '，-~ I 1 は主i

;雪事装主主点主己主ぢ 雲 2Z孟ぺit--f-SL1.JZ1ま;
;会t努主主素手支をそ是 軍軍通信斗.itI-凶 門 ち :
;望 つ 協ち 員 サジ会た住 二 回闘圏直盃普通h客三 時|づ j
て力 づ 結ラユ、いみ 十 回8LW_闘師ヲ忠也 I I I 

同 右れ引 /LFE1王立 ・盟ZZ葦弘通F司 U戎|く:
主ん事をてマがガ~ ~高I ら F・眠司悶聖恩曹唖己掴圃圃匝畠_.1邑 I _ I L I : 
Jででめ、ンい|を野i 四 ~'\:...魁踊車両司・圃 ド会! ソ
:会 すすぎみ、つデ掲、 十 ‘・7層圏IL~~: &.:::::11_ 1:n:1 L ! 
吉 ミしん自ぱンげ住 代 L....:.;;.._l 

い 」。 らそごな営い、、ん ま 花いっぱいの町に
まと、ビ仲業で研年で で
し 会 家宅よ等す修問み 阿
た長族てく職 。旅行た 十

心
身
と
も
に
健
康
で
明
る
い
生
活
を

第
二
十
二
回
北
辰
大
学
開
講
式

北
辰
大
学
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
を
求
め
る
生
活
設
計
学
習
や
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
学
習
の

揚
で
す
。

六
月

一
日
、
楽
し
く
学
ぼ
う
、

学
び
た
い
と
受
講
を
希
望
し
た
人
、

二
百
五
十
人
の
北
辰
大
学
開
講
式

が
、
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

釜
詰
裕
教
育
長
は
、

「健
康
に
し

て
長
寿
、
ど
う
か
気
持
を
若
返
ら

せ
、
楽
し
く
学
習
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ

つ
。

受
講
生
代
表
の
、
寺
田
美
智
子

さ
ん
(
市
内
石
岡

・
藤
巻
)
は
、

誓
い
を
述
べ
る

寺
田
美
智
子
さ
ん

「
新
し
い
知
識
を
身
に
着
け
、
健

康
で
、
明
る
く
住
み
よ
い
家
庭
、

郷
土
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
、

誓
い
の
一言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
野
憲

一
先
生
を
講

師
に
、
第

一
一
川
講
座
で
あ
る
北
辰

大
学
校
歌
の
合
唱
指
導
が
行
わ
れ
、

受
講
生
達
は
歌
う
楽
し
さ
を
満
喫

し
ま
し
た
。

(
学
習
会
は
月

一
回
、
年
に
十
回

の
予
定
で
す
)

平成6年6月15日3 



たくさんお米がとれるように 

県
立
五
所
川
原
工
業
高
校

（
千

葉
要
三
郎
校
長
、
生
徒
数
八
百
三

十
六
名
）
で
は
、五
月
二
十
八
日
、
 

全
校
生
徒
が
七
班
に
分
か
れ
、
菊
 

河
川
敷
も
き
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っ
ぱ
り
 

（
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高
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か
ぴ
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の
車
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す
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の
輪
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な
げ
て
 

広
げ
て
な

く
す
火
事
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成
六
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閲
式
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東
小
学
校
 

晴
天
の
五
月
二
十
八
日
、
市
立

東
小
学
校
（
一
戸
英
昭
校
長
）
で

は
、
全
校
児
童
七
十
四
人
に
よ
る

田
植
え
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

秋
に
収
穫
さ
れ
る
米
の
一
部
は
、
 

ア
フ
リ
カ
に
お米
を
お
く
る
会
（
秋

田
ミ
チ
子
代
表
）
を
通
じ
、
飢
餓
 
 

に
苦
し
む
ア
フ
リ
力
の
人
た
ち
に

お
く
ら
れ
ま
す
。
 

同
校
が
ア
フ
リ
カ
に
米
を
お
く

る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
で
四
年

目
に
な
り
ま
す
。
 

児
童
た
ち
は
、
校
庭
横
の
斉
藤

武
雄
P
T
A
会
長
の
水
田
三
町
に

素
足
で
つ
か
り
、
父
兄
ら
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
つ
が
る
お

と
め
と
も
ち
米
の
苗
を
、
た
く
さ

ん
お
米
が
と
れ
る
よ
う
に
と
、
心

を
込
め
て
一
株
、
 一
株
、
て
い
ね

い
に
植
え
ま
し
た
。
 

ケ
丘
水
郷
公
園
周
辺
、
北
斗
グ
ラ

ン
ド
周
辺
、
学
校
周
辺
、
大
川
団

地
周
辺
の
ご
み
拾
い
、
学
校
付
近

の
信
号
機
・
標
識
の
清
掃
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「青
山
荘
」
で
、車

い
す
の
さ
び
落
と
し
や
食
事
の
介

助
の
奉
仕
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、県
立
五
所
川
原
高
校
（秋

元
善
智
校
長
、生
徒
数
九
百
五
名
）
 

で
は
、
六
月
三
日
、
全
校
生
徒
が

学
年
ご
と
に
分
か
れ
、
北
斗
グ
ラ

ン
ド
周
辺
、
サ
ッ
カ
ー
場
周
辺
や
、
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
周
辺
の
清
掃
奉

仕
活
動
を
展
開
し
、
生
徒
達
は
一

生
懸
命
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
 

市
消
防
団
（
加
納
金
作
団
長
）
 

の
観
閲
式
が
六
月
三
日
、
市
内
ー
 

ッ
谷
の
中
村
整
形
外
科
病
院
通
り

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

観
閲
式
に
は
、
市
内
十
分
団
の

消
防
団
員
五
百
三
十
人
と
、
特
別

参
加
の
ハ
ッ
ピ
姿
も
可
愛
い
、
市

内
十
九
の
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
園
児
や
、
三
好
地
区
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
ら
総
勢
九
百
五
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

式
典
に
先
き
立
ち
、
観
閲
者
で

あ
る
佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
来
賓

に
よ
る
人
員
、
服
装
、
機
械
器
具

の
点
検
を
受
け
、
堂
々
の
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
中
央
公
民
館
で
式

典
を
行
い
、
消
防
功
労
者
、
永
年

勤
続
者
ら
を
表
彰
し
、
防
火
意
識

の
高
揚
と
消
防
団
活
動
の
充
実
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
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勉

(弘
前
市
)

津
川
豊

(青
森
市
)

イ圭
イ乍

自支

t受

句

@
川
柳

特
選

蝦
名
秀
丸

(市
内
田
町
)

入

選

他

出
山内
子

(邑川森
市
)

@
短
歌

特
選

稲
田
直
子

(小
泊
村
)

入
選
野
呂
富
枝

(市
内
吹
畑
)
斎

雌
由
雄

(市
内
神
山
)
松
岡
沙
知

(小
泊
村
)
菅
原
式
子

(埼
玉
県

戸
田
市
)
高
橋
教
悦
(
稲
垣
村
)

①
俳
句

特
選

沢
出
一
歩

(金
木
町
)

入
選
摘
川
ま
も
る

(青
森
市
)
山

中
小
雪
江

(雌
崎
町
)
富
野
知
子

(汗

森
市
)
松
宮
梗
子
(市
内
松
島
町
)

高
橋
け
ん
一
(
金
木
町
)
白
取
遊

子

(吉
森
市
)
一
平
井
機
炎

(金
木

町
)
田
中
利
弘

(市
内
漆
川
)
館

山
鉄
三
郎

(市
内
雛
田
)
対
局
附

子
(市
内
吹
畑
)
日
前
橋
ふ
じ
枝
(芹

森
市
)
堺
桁

(弘
前
市
)
長
内
加

寿
枝
(
青
森
市
)
斎
藤
由
雄

(市

内
神
山
)
屯
回
祐
子

(青
森
市
)

松
川
秀
満

(金
木
町
)
蝦
名
秀
丸

(市
内
田
町
)
斎
雌
終
也

(平
内

町
)
木
村
.
一-二
市
内
漆
川
)
小

巣
山
ひ
で
(
市
内
小
曲
)
三
ヒ
久

美
子
(
市
内
広
田
)
快
方
忠

(小

泊
村
)
後
藤
由
紀

(宮
城
県
栄
原

郡
瀬
峰
町
)
外
崎
雄
介

(市
内
俵

一応
)小

学

校

図

面

〈
一
年
〉

金
賞
く
ど
う
つ
ば
さ

(羽
野
木
沢

小
)
銀
賞
お
だ
ぎ
り
た
く

(長
橋

小
)
銅
賞
な
が
お
つ
よ
し

(長
橋

小
)
入
選
く
ど
う
ゅ
う

(
羽
野
木

沢
小
)
や
ま
う
ち
と
し
ゃ

(羽
野

木
沢
小
)
お
お
た
ま
さ
の
り

(羽

野
木
沢
小
)
佳
作
あ
き
も
と
わ
か

ば

(長
橋
小
)
い
と
う
か
な

(羽

野
木
沢
小
)
お
お
た
な
お
み

(羽

肝
木
沢
小
)な
が
み
ね
め
ぐ
み
(羽

野
木
沢
小
)

〈
二
年
〉

金
賞
柳
原
学
広
(
羽
野
木
沢
小
)

銀
賞
片
岡
さ
お
り

(長
橋
小
)
銅

賞
土
岐
文
彦

(長
崎
小
)
入
選
三

上
卓
也

(羽
野
木
沢
小
)
長
尾
弦

樹

(長
橋
小
)
土
岐
裕
磨

(長
橋

小
)
佳
作
斎
雌
佑
介

(羽
肝
木
沢

小
)一二
上
邑市
「
(羽
肝
木
沢
小
)

松
野
康
平

(長
崎
小
)
雌
出
佳
忠

(長
崎
小
)

〈
三
年
〉

金
賞
中
川
三
賀

(長
橋
小
)
銀
賞

伊
藤
和
弥

(長
橋
小
)
銅
賞
小
笠

原
直
樹

(羽
野
木
沢
小
)
入
選
福

上
怜
奈

(東
小
)
長
尾
知
典

(長

橋
小
)
佳
作
粛
雌
伸
也

(長
崎
小
)

消
肝
愛
実
チ

(長
橋
小
)

〈
四
年
〉

金
賞
中
川
賞
洋

(長
橋
小
)
銀
賞

長
尾
拓
磨

(長
橋
小
)
銅
賞
太
田

硲
チ

(羽
野
木
沢
小
)
入
選
秋
元

自
樹

(長
橋
小
)
石
岡
寿
教

(長

橋
小
)
佳
作
神
千
晴

(長
崎
小
)

伊
雌
謙

一
(
羽
野
木
沢
小
)

〈
五
年
〉

金
賞
石
岡
奈
緒
美

(長
橋
小
)
銀

賞
片
岡
恒
誠

(長
橋
小
)
銅
賞
工

雌
孝
行

(羽
野
木
沢
小
)
入
選
成

田
和
也

(長
橋
小
)
中
川
恵
久
美

(長
橋
小
)
松
野
友
美

(長
橋
小
)

佳
作
石
岡
裕
賞

(長
橋
小
)
雨
森

消
香

(羽
野
木
沢
小
)
松
野

一
月

(長
橋
小
)
工
藤
春
香

(長
崎
小
)

〈
六
年
〉

金
賞
土
岐
安
武

(長
橋
小
)
銀
賞

成
由
美
紗
子

(長
橋
小
)
銅
賞
中

川
日間美

(長
橋
小
)
入
選
石
岡
智

笑
(
長
橋
小
)
粛
藤
め
ぐ
み

(長

橋
小
)
柳
原
さ
ゆ
り

(羽
野
木
沢

小
)
佳
作
成
田
優

(羽
野
木
沢
小
)

石
岡
円
子

(長
橋
小
)
白
戸
信
和

(長
崎
小
)
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期
 
平
成
六
年
七
月
ニ
日
（
土）
5
七
月
十
日
（
日）
 

場
 
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 
（栄
 
町
）
 

Z】ト - 、 
ユ又 コ工 

I
 

①
オ
ー
ブ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
 

（
一一旦
 

②
鼓
笛
隊
コ
ン
サ
ー
ト

（
二
旦

③
吹
奏
楽
 

（
二
旦

④
滝
栄
会
三
味
線
演
奏
（
二
日
）
 

⑤
ョ
ー
ョ
ー
「
か
み
ど
り
 

（一
一
日
、一
一百
）
 

⑥
熱
気
球
体
験
塔
乗
（
二日
、三
旦

⑦
マ
ウ
ン
テ
イ
ン
バ
イ
ク
静
止
タ
 

イ
ム
レ

ー
ス
 

（
一
一
百
）
 

⑧
「
失
わ
れ
た
五
所
川
原
」
を
求
 

め
て
 

（
二
日5
十
日
）
 

①
関
連
し
た
図
書
の
展
示
 

⑨
山
本
和
夫
著
「
失
わ
れ
た
五

所
川
原
」
の
読
書
感
想
文
や
、
 

大
火
当
時
の
思
い
出
等
を
募
集

し
ま
す
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

一
一
枚以
内
 

締
め
切
り
六
月
二
＋
一
日
（
火
）
 

市
立
図
井
館
雪
 
四
 
四
 
二四
 

⑨
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
図
書
館

に
眠
っ
て
い
る
本
を
、差
し
あ
げ
ま
す
。
 

⑨
山
蘭
・
牧
水
交
遊
書
簡
展
 

（
ニ日
5
十
七
日
）
 

⑩
小

・
中
学
生
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
 

ル
大
会
 

（
三日
）
 

⑩
東
小
児
童
「
一
味線
演
奏
（
三日
）
 

⑩
野
点
（
のだ
て
）（
ニ日
・
三
日
）
 

⑩
夜
間
照
明
 
（
二
日
5
十
日
）
 

主
催
 
ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
 

せ
ら
ぎ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
 
五
所
川
原
市
教
育
委
員
 

会
 
”
三
五
ー
二
一
一
 
一
 

昨年の花菖蒲まつり 

（
せ
せ
ら
ぎ
に
映
る
五
万
本
の
花
菖
蒲
）
 

第
五
回
「
ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
ま
つ
り
」
を
 

開
催
し
ま
す
〇
 

平成 6年 6月15日 6 

クう
ま
い
水
、
い
「
で
も
ど
こ
で

も
蛇
ロ
か
ら
〈
を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
た
第
三
十
六
回
水
道
週
間
で
は
、
 

市
水
道
事
業
所
（
今
将
式
所
長
）
 

と
西
北
五
管
工
事
業
協
同
組
合
公
フ

博
理
事
長
）
が
共
催
で
、
水
（
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
 

車
両
パ
レ
ー
ド
や
、
水
道
工
事
の

安
全
確
保
パ
ト
ロ
ー
ル
、
庁
舎
内

の
「
ゆ
ら
ぎ
の
オ
ア
シ
ス
」
の
施

設
開
放
な
ど
、
多
彩
な
行
事
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
 

な
か
で
も
、
六
月
三
日
に
行
わ

れ
た
「
二
級
配
管
技
工
実
技
講
習

会
」
で
は
、
沢
山
の
若
い
受
講
者

が
訪
れ
、
熱
心
に
実
技
の
講
習
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
 

盛況だった実技講習会 

J
つ
ま
い
木
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
蛇
口
か
ら
μ

を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
た
第
三
十
六
川
水
道
週
間
で
は
、

市
水
道
事
業
所
(
今
将
式
所
長
)

と
西
北
玉
符
工
事
業
協
同
組
合
(
今

悼
理
事
長
)
が
共
催
で
、
水
へ
の

迎
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、

車
両
パ
レ
ー
ド
や
、
水
道
工
事
の

安
全
雌
保
パ

ト
ロ
ー
ル
、
庁
舎
内

の
「
ゆ
ら
ぎ
の
オ
ア
シ
ス
」
の
施

設
問
般
な
ど
、
多
彩
な
行
事
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
六
月
三
H
に
行
わ

れ
た
「
二
級
配
管
技
工
実
技
講
習

会
」
で
は
、
沢
山
の
若
い
受
講
者

が
訪
れ
、
熱
心
に
実
技
の
講
習
を

受
け
て
い
ま
し
た
。盛況だった実技講習会

せ
せ
ら
ぎ
に
映
る
五
万
本
の
花
菖
蒲

「
ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

平
成
六
年
七
月
二
日
(
土
)
j
七
月
十
日
(
日
)

菊
ヶ
丘
水
郷
公
園
(
栄
町
)

第
五
回〈云〈云

士号期

園
圃
固

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

(一一
日
)

②
鼓
笛
隊
コ
ン
サ
ー
ト

(二
日
)

③

吹

奏

楽

(

二
日
)

④
滝
栄
会
三
味
線
演
奏
(
二
日
)

⑤
ヨ
ー
ヨ
ー
っ
か
み
ど
り

(二
日
、
三
日
)

⑤
熱
気
球
体
験
塔
乗
(
二
円、
三
日
)

⑦
マ
ウ
ン
テ
イ
ン
バ
イ
ク
静
止
タ

イ
ム
レ

l
ス

(

三
日
)

③
「
失
わ
れ
た
五
所
川
原
」
を
求

め

て

(

二
日
1
十
日
)

@
関
連
し
た
函
害
の
展
示

昨年の花菖蒲まつり

②
山
本
和
夫
著
「
失
わ
れ
た
五

所
川
原
」
の
読
許
感
想
文
や
、

大
火
当
時
の
思
い
出
等
を
募
集

し
ま
す
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

二
枚
以
内

締
め
切
り
六
月
二
十

一
日
(
火
)

市
立
図
件
館
宮
三
四
1

四
三
三
四

。
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
図
書
館

に
眠
っ
て
い
る
本
を
、
差
し
あ
げ
ま
す
。

⑨
山
蘭
・
牧
水
交
遊
書
簡
展

(
二
日

5
十
七
日
)

⑬
小

・
中
学
生
キ
ッ
ク
ベ

l
ス
ボ

ル

大

会

(

三
日
)

O
東
小
児
童
三
味
線
演
奏
(
三
日
)

⑫
野
点
(
の
だ
て
)
(
二
日

・
三
日
)

⑬

夜

間

照

明

(
二
日
S
十
日
)

主
催

ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ

せ
ら
ぎ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局

五
所
川
原
市
教
育
委
員

会

宮
三
五
!
一
一
一
一
一
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広～いみどりの中で心地よい汗 
鋼3回老人クラブ親善ゲートボール大会 

町
 
ぞ
れ
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
会
 

場
は
盛
ん
な
応
援
で

わ
き
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 
一
位
幾
島
町

チ
ー
 

ム
、
一
一位
高
野
チ
ー
ム
、
三
位

一
野
坪
チ
ー
ム
。
 

ま
 
で
、
一
一
十六
チ
ー
ム

の
老
人
ク
ラ
ブ
員
約
百
七
十

レ
 
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
各
チ
ー
ム
の
選
手
は
そ
れ
 

五
月
晴
れ
の
五
月
二
十
五
日
、
狼
野
長
根
公
園

の
勤
労
者
野
外
活
動
施
設
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、
 

第
十
三
回
老
人
ク
ラ
ブ

親
善
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

(）鰐
麟
薮
鱗
霧

髪
ム
 

M
 
市
観
光
協
会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
市
ゲ

ー
 

造
 
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
後
援
を
得
て
開

い
て
か
る
も
の
 

青い森のフオトコンテスト 
作品募集 

〇題材 県内で”撮影されたものであれば、風景、 

祭り、史跡、文化財、イベントなど自由です。 

なお、平成 5 年 3 月から平成 7 年 2 月末まで ， 

にま最影されたものに限ります。 

〇応募資格 プロ・アマチュアを間わず’、 どな 

たでも応募できます。 

〇」応募締め切り 平成 7 年 2 月28日 

〇」応募先 〒037 青森市長島 1-1-1 青森県広報 

広聴課内 

「青い森のフォ トコンテス ト」 係 

〇入賞 活彩あおもり大賞 1」点 賞状と副賞50万円 

特 	 選 3 点 賞状と副賞20万円 

入 	 賞 15点 賞状と副賞 5 万円 

佳 	 作 50点 記念品 

＠応募規定など詳しくは、県庁広報広聴課 

（廿0177-22-1111 内線2208）へお,間い合わせ

ください。 なお、応募要項を記載したチラシ

を市町村役場、各カメラ店に配布しています

ので、 ご覧ください。 

前期市民弓道教室（中学生・一般） 

姿勢が良く なり健康になる弓道をやってみま 

せんか。 中学生から高齢者まで弓道会の高段者 

が親切に指導いたします。 気軽においでくださ 

し、o 

レ期間 6 月251l から 7 月30日 

D時間 毎週火・木・土曜日 午後 7 時～ 9 時 

D場所 三道会館弓道場（市役所隣） 

レ問い合わせ先 市内新町 ナリタ印店廿35- 1083 

レ主催 五所川原弓道会 

ン後援 五所川原Hi教育委員会 

D その他（1）受講料は無料です0 

(2)弓具は備え付けの半」のがあります。 

五所川原おやこ劇場 

く第35回例会〉 

レ日 時 6 月25日 （土） 午後 6 時30分開演 

レ会 場 五所川原市民文化会館 

D公演内容 劇団 うりんこ 

原案／渋谷重夫 

「この世の中、不正だらけじゃないかノせめ

てどろぽうだけでも人間らしくやらなく ちや」 

とマジメに正々堂々とどろぼう しているrマヌケ

ン。 宇宙人ゴニョゴニョのために、一生けんめ

いコスモス トーンを探す心のやさしいどろぼう

のおはなし。 

'94地域公演フェスティバル〈Part 2) 
1 音ド はてなコンサー ト 

2 部 腹話術とけん玉ショー 

3 部 ギ、ンギ、ラじいさん街を行く （舞台劇） 

日 	時 会 	場 

7 月4 日（月）午畿 6 】30 五所川原市中央公民館 

7 月5 日因午費 7 】00 三好コミョニテイセンター 

7 月6 日困午佳 6 】30 金 	木 	公 	民 	館 

7 月 7 日困午畿 7 】00 車力村農民研修センター 

レ入場整理券 1,000円（ 4 歳以上） 

幼児からお’となまでトたっぶり楽しめる内容に 

なってし、ます。 

レ問い合わせ・申し込み 

〇五所川原おやこ劇場 

（五所川原Hi本町50の4 東奥日報社 4 階） 

事務局 か34 - 2170 （平日10: 00-16: 00) 

7 平成 6年6月15日 

広~いみどりの中で心地よい汗
第13回老人クラブ親善ゲートボール大会

(中学生・一般)

安勢が良くなり健康になるけ辺をやってみま

せんか。 小学生から高齢おまで'J道 会の臼段-fi
が親切に指導いたします。気粍にわ、いでくださ

前期市民弓道教室

五
月
晴
れ
の
五
川
二
卜
五
日
、
狼
野
長
恨
公
園

の
勤
労
者
野
外
活
動
施
設
ゲ
l
ト
ボ

l
ル
場
で
、

第
卜
三
国
主
人
ク
ラ
ブ
親
善
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会

議

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

劃

員
の
親
睦
と
健
康
の
増
進
を
阿
る
こ
と
を
目
的
に
、

机
市
観
光
協
会、

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
市
ゲ
ー

さ

ト
ボ
l
ル
協
会
の
後
暖
を
得
て
聞
い
て
い
る
も
の

〈

で
、
手

六

チ

l
ム
の
老
人
ク
ラ
ブ
員
約
百
ヒ
ト

レ
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
チ
l
ム
の
選
予
は
そ
れ

杭
ぞ
れ
円
以
の
線
開
の
成
果
を
卜
分
に
発
陣
し
、
会

場
は
成
叫
ん
な
応
慢
で
わ
き
ま
し
た
。

成
紡
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
幾
島
町
チ
ー

ム
、
ニ
位
高
野
チ
l
ム
、
三
位

一
野
坪
チ
l
ム
。

し、。

1>期間 6 } J 2511から 7川3011

1>時間 毎週火・木 ・上限1J 午後 711.1'-911.¥; 

1>場所 コー道会館1j道場 (市役所隣)

1>問い合わせ先 市内新IIIJ ナリタ印応ft35-1083

b主催 Ji.所川原弓道会
1>後援 ~/î.所川原市教育委員会

1>その他 (1)受 講料は無料です。

(2)弓よιは備 えイナけのものがあります。

五所川原おやこ劇場

青い森のフォトコンテスト
作品募集

0題材 県 内 で掛影されたものであれば、風景、

祭り、史跡、文化財、イベントなど自由です。

なお、平成 5年 3} Jから平成 7年 2月末まで

に拍ii)~~ されたものにF艮り ます。

0応募資格 プロ ・アマチュアを問 わず、

たでも応募できます。

0応募締め切り 平成 7年 2月28日

0応募先 〒037青森市長島 1-1-1 青森県広報

広聴課内

「青い森のフォ トコ ンテスト」係

i舌彩あおもり大賞 1点賞状と副賞50万円

特 選 3点 賞状と副賞20万円

入 賞 15点賞状と副賞5万円

イ圭 イ乍 50点、 記念品

。応募規定など詳しくは、県庁広報広聴課

(宮0177-22-1111内線2208)へお問し、合わせ

くださし、。なお、応募要項 を記載 したチラシ

を市町村役場、各カメラ庖に配布しています

ので、 ご覧ください。

く第35回例会〉
1>日 時 6月25日 (土) 午後 611，]'30分間前

1>会場 五所川 原 市民文化会館

1>公演内容劇団うりんこ

じも鑓Z
P笥ム罰と
原案/渋谷重夫

「この 世の中、不正だらけ じゃないか /せめ

てどろぽうだけでも人間らし くやらなくちゃ」

とマジメに正々堂々とどろぼうしているη ヌケ

ン。宇宙人ゴニョゴニョのために、一生けんめ

いコスモス トーンを保す心のやさしいどろぼう

のおはなし。

どな

'94地域公演フェスティバル(Part2)
l音15 はてなコンサー ト

2部 }]変話術とけん主ショー

3告15 ギンギラじいさん街を行く (舞台劇)

11 時 ZZL え 上Lj

7月4日(月)午後6:30 五所川 原 市中央公民館

7月5日(j()午後7:00 三好コ ミョニティセンター

7 FI6日(ホ)午後6:30 金 木 公 民 館

7月7日(木)午後 7:00 車力村農民研修センタ ー
0入 賞

1>入場整理券 1 .000円 (4歳以上)

幼児か らおとなまでたっぷり楽しめる内容に

なっています。

1>問 い合 わせ ・申し込み

OJi.所 川原おやこ劇場

(五所川原市本町50の4東奥11報社 4階)

事務局 宮34-2170 (平 日10:00-16:00)

平成6年6月15日7 
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ン開設日 7月 3 日～ 8 月21日 （ 8月13日はお

盆のため臨時休場とします。）一ただし、天候

等により遊泳できないときは休場しますー 

ン利用料金 

区 	分 一 般 高校生 幼児、小、 
中学生 

共
 
同
 

個 	人（ 1回） 206円 103円 51円 

回 数 券（6回） 1,030円 515円 257円 

団 	体 
(30人以上1人1回） 

103円 51円 25円 

専
 

用
 

午 前 
(9 :0O-12:00) &090円 

午
a
 

後
旧
  

、
  0
 
6
 
0
 
0
 

 

4,120円 

1‘
、
 
日
加
 

 

。

J
 

、
  6
 
0
 
0
 

 

6,180円 

コインロッカー（1回） 10円 

〇利用者は、つり銭のいらないようご準備駆れ、 

ます。 

※注意事項 

こ慰薫覆綴『憲.撚議蕪鷲議二 
①小学校 3年生以下の児童及び幼児については

大人の付一添いが必、要です。 （付一添い 1人につ

き、子一ども 2人まで。） 

②幼児は、幼児専用プールをご利用ください。 

③着替え等については、 コインロッカーをご利

月lください。 

④プールに入る前に準備体操を必ず行い、 シャ

ワーを使用してくノどさい。 （心臓マヒや、筋

肉のケイレンを防止します。） 

⑤プールの中での悪ふざけはやめてください。 

ちょっとのいたずらが大きな事故のもとにな

ります。 

⑥水泳で50m泳いだときの疲労感は、陸上競技

の lOOm競走に匹敵するといわれています。 

15分水泳を楽しんだら、 5 分間の休憩を必、ず

とりましょう。 

@）飛び込みは、一切禁止しています。 

⑧プールでは、l必ず監視人の指示に従ってくだ

さし、。 

＠お問い合わせ先 五所川原市教育委員会

生涯スポーツ課 雪33 - 1 62 1 

―市制施行40周年記念― 

'94オI)ンピックデー 

誠篇 

ラン／五所川原大会 
二もオリンピック選手と走りませんか？ あなた 

オ I)ンピックデー （ 6 月23日） を記念して多

数のオ I)ンピック選手があなたと一緒に走りま

す。ノ5、るって、 ご参加ください。 

レ期日 平成6年7月23日（土） 

(1）集合 9 】 00- (2）受f」一 10 】 00--- 10 】 30 

' (3）開会式10: 35-1O : 50 (4）スタート11 
00- (5）サイン会ii : 40-12 : 30 

）会場 北斗運動広場ジョギングコース （雨天

の場合は五所川原市民体育館） 

）種目 タイムを競わない 3 km・6 km（但し

小学生は 3 kmのみの参加とします） 

レ参加者（Dゲ’スト 中央及び地元のオリンピ

ック出場経験者（2）一般 県内に在住する小

学生以上の健康な方 

＞参加者数 定員1,000名（先着順） 

レ参加料 小・中・高校生500円 一般1,000円

ン参加申し込み・問い合わせ先 

(1）個人申し込み 所定の用紙に記入の上、 

7月 4 日（月）まで 

(2）団体申し込み 事務局が定める様式によ

り、団体長名をもって7月 4 日（月）まで

五所川原市字栄町20-1 胃 33 - 1621 

五所川原市教育委員会 生涯スソ」ぐーツ課内 

‘94 オリンピックデーラン実行委員会事務局

ン参加賞 （1）オリンピックデーラン’Tシャりノ 

(Sサイズ及びフリーサイズ） 

(2）国際オリンピック委員会サマランチ会長

署名入り参加証明書 

ン傷害保険 主催者にて参加者全員分加入するc 

レそのf也 

(1）各自で健康診断を受けて大会に参加して

ください。行事開催中の事故については

応急処置と主催者功g加入する傷害保険内

て5の補償とします。 

(2）当日は指定のオリンピックデーランTシ

ャツを着用してください。 

(3）ノ」、下月決行 

(4）大会前日 「 7 月22日（金）17 : 30-19 :30」 

五所川原市内においてゲス トによる講演

会を開催します。 

主催／（財）日本オリンピック委員会・国際オリン

ピック委員会・（財）青森県イ本育協会・（財う五

所川原市体育協会・青森県陸上競技協会 

・ATV青森テレビ、 

平成 6年 6月15日 8 

（雨天 

:::::;;;;;;!?:;ぷ
仁〉開設日 7 月 3 日 ~8 月 21 円 (8 月 131l はお

盆のため臨時休場とします。) ただし、天候

等により遊泳で、きないときは休場します一

じ〉利用料金

区 分 一般 尚校生 幼小児学、小生、

共
{幽 人(l同) 206円 103円 51111 

[旦|数券(6巨1) 1，030PI 515rl 257円

同 団体 103111 51111 25円
(30人以上1人1阿)

午前
3，090刊f!]: (9 • OO~ 12 • 00) 

午後
4，120PI (1 • OO~ 6 • 00) 

用 l 同
6，180111 (9 • OO~ 6 • 00) 

コインロッカー(l阿) 10IlI 

0利用省は、つり銭のし、らないようご準備願い

ます。

※注意事項

一市制施行40周年記念 -

①小学校3年生以下の児童及び幼児については

大人の付添いが必要です。(イ、j添u、1人につ

き、子ども 2人まで。)

②幼児は、幼児専用プーノレをご利用ください。

③岩替え等については、 コインロッカーをご平Ij

用ください。

③プーノレに入る前に準備体操を必ず行い、 シャ

ワーを使用してください。(心臓マヒや、筋

肉のケイレンを防JI.ニします。)

⑤プーノレの中での悪ふざけはやめてください。

ちょっとのいたずらが大きな事故のもとにな

ります。

⑤水泳で50mI7I<1t、だときの疲労感は、陸 k競技

の 100m競 走に匹敵するといわれ ています。

15分水泳を楽しんだ、ら、 5分 間の休憩を必ず

とりましょう。

⑦ 飛び込みは、一切禁止しています。

③プーノレで寸立、必ず監視人の指示に従ってくだ

さい。

@ お問い合わせ先 五所川原市教育委品会

生涯スポーツ説 宮 33-1 621  

'94オリンピックデーラン/五所川原大会
あなたもオリンピック選手と走りませんか?

オ リンピックデー (6月23日〉を言己念して多

数のオ リンピック選手があなたと一緒に走りま

す。 ふる って、ご参加 ください。

b期日 平成6年 7月 23日(土)

(1)集合 9 • OO~ (2)受付 10• 00~1O • 30 

(3)閉会式10 • 35~10 • 50 (4)スタート11

OO~ (5)サイン会11• 40~12 ・ 30

b会場 北斗運動広場ジョギングコース (雨天

の場合は五所川原市民体育館)

c>種目 タイムを競わない 3 km・6km (但し

小学生は 3kmのみの参加 とします)

b参加者 (1)ゲスト '1'央及び地元のオ リンピ
ック出場経験者 (2)一般 県内に在住する小

学生以上の健康な方

じ〉参加者数 定員 1，000名(先着順)

じ>参加料 小 ・中 ・高校生500JIj 一般 1，000111

b参加申し込み・問い合わせ先

(1)個人申し込み所定の用紙に記入の上、

7月 4日(月)まで

(2)団体伸し込み 白jc務局が定める様式によ

り、団体長名をもって 7月 4日(月)まで

五所川原市字栄IUf20-1833 -1621 

王所川原市教育委員会 生涯スポーツ課内

'94オリンピックデーラン実行委員会事務局

b参加賞 (1)オリンピックデーランT シャツ

(Sサイズ及びフ リーサイズ)

(2)同際オリ ンピック委員会サマランチ会長

鼎名入り参加証明科

じ〉傷害保険 主催者にて参加者全員分加入するc

じ〉その他

(1)各自で健康診断を受けて大会に参加 して

ください。行事開催中の事故については

応急処置と主催者が加入する傷害保険内

での補イ伐とします。

(2)当 11は指定のオ リンピックデーランTシ

ャツを活用してください。

(3)ノト同ヨがと千子

(4)大会前日 r7月22日(金 )17 • 30~19 • 30J 

五所川|原市内におい てゲストによる講演

会を開催します。

主催/例日本オソンピック委員会 ・|主|際オ リン

ピック委員会 ・(fl劫青森県体育協会 ・州 五

所川原市体育協会 ・7T森県陸上競技協会

.ATV背森テレビ

平成6'f. 6山 511 8 
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五所j 

錦 	町 

~原地区 

長内千代吉 

松島町2・3T目

松島町4丁目 

野 呂 	操 

水 上清 吉 

長
  

橋

井
 

浅
  

士也 	I区

笹森行男 

南 	新 

北新・中町 

乳 井光夫

長 峰政雄 

幾 島 町 江良善五郎 松島町5丁目 阿部良一 福 	山 小枝富 明 新町・大町 和 島勝 美 

柏 原 町 高 松 三雄 松島町6丁目 白 川 久夫 I, 須 藤 	昇 伝助町・下町 三 浦利 雄 

上平井町 気 田 勝 治 松島町7丁目 鹿 内 武典 杉 派 立 須 藤作 市 大 正 町 竹林 	誠 

平 井 町 津川 武雄 松島町8丁目 小寺喜代治 野 	里 今 	定四郎 大 日 町 柳原 幸枝 

中平井町 片 岡 敬章 j奏 団 	地 神 	山 松 野繁春 南下・中下 浜舘 由 松 

下平井町 木村嘉四雄 第一千鳥町 原田市太郎 松 野 木 長 内 敏 正 長 	坂 平 山 正 治 

'F 磯 辺 勇 司 千 鳥 町 北浦一義 福 	岡 片 岡 政雄 曙 	町 岡 田 晴 正 

さっき町 三 浦 助 美 湊団地町 吉井 善一 若 	山 清 野 光 郎 興隆・朝日 鳴海市太郎 

敷 島 町 菊 地祥 一 若 葉 地 区 石 田 坂 片 岡 重 義 下 岩 崎 其田みよの 

東 雲 町 木村―雄 市営住宅 成 田 敏子 戸 	沢 間 山 正 昭 五本松・北下 中谷真瑳夫 

旭 	町 一 戸 要作 県営住宅 小 野 っ 倉 豊 	成 土 岐菊 己 下 	村 今 	実 

大 	町 姥子竹次郎 第一町内 神 野典子 七 和 州1 	区 上町・寺町 油 谷 清 吉 

寺町・岩木町 福 士 孝 一 第二町内 前 旬 栄雄 高 	野 楠 美 浩 正 三
 
ケ
 
好

岡
 

鶴
  

埋3 	区 

小 野 	契 末広・新宮町 松本一雄 栄 州1 	区 F, 工 藤岩 光 

新 宮 町 原 湊 平 山 弥助 ガ 福 士 	茂 'I 川 浪信 康 

末 広 町 小 野 清茂 ガ 三橋兼蔵 前田野目 斎藤定 美 ガ 開米仁次郎 

布 屋 町 成 田 繁 則 姥 	落 木村三四郎 ガ 斎藤仁右衛門 藻 小 林幸 吉 

本 	町 佐々木彦太郎 猫 	測 藤 田 藤栄 持 子 沢 山 内 鉄雄 F, ー戸慶 喜 

東 	町 小 山 末 治 三 ッ 谷 小 坂修 一 羽野木沢 宮 崎浩一 F, 一 戸 正 道 

弥 生 町 宮 野 	淳 稲 	実 加 藤藤 男 原 	子 柳原政次郎 刀 川浪三郎兵衛 

鎌 谷 町 三 上 晴男 'F 木村勝四郎 1/ 伊藤俊彦 高 	瀬 中 村 二 郎 

ガ 竹谷 と く ガ 工藤満喜子 俵 	元 伊藤博治 福 	井 小笠原 	郎 

ッ 谷 佐藤蔵助 広田・柳沼 毛 内 徳栄 松
  

島

畑
 

吹
  

埋1 	区

木村博一 

中
山
 

j

上
 

地 医

秋 田 平 内 ガ 伊南裕康 広 	田 山 田 行雄 

青 葉 町 伊藤義 美 広田・藤浦団地 葛 西松男 唐 笠 柳 太 田 永作 （中） 片 山 松代 

鳥 	森 木村孝三郎 
光
ニ
 
ケ
ュ
 
丘

一
 

タ
 
ウ
 
ン
 

田 中 	豊 石 	岡 一 戸 正 雄 （下） 松沢系一郎 

川 端 町 小野昭四郎 みなみ広田・広平 泉 	二 郎 水 野 尾 森 	武一 沖 飯 詰 岩 崎慶 一 

第一柳町 鶴谷廉之助 七 ッ 館 葛 西繁夫 刀 太 田 章 一 桜 	田 笠 井 	強 

第二柳町 葛 西富蔵 F, 葛西喜美雄 測ト閑IWi島苑 小田桐義明 中 	泊 高 橋洋 一 

成 田 町 蒔 田 照 明 雇用促進住宅 舘 山 晶 子 太 刀 打 山 形 隆 一 種 	井 高橋千代克 

元 	町 岩川 恒夫 みどり叩・2丁目 藤 田 良 雄 桃 	崎 葛 西義 美 田 山 形松年 

新 	町 木村宗勝 みどり町2丁目 斎藤シゲ子 尻
一
 
無
坪
 

野
  

山 田 	実 毘
沙
 
沙
 
門
 

毘
  

門 地 区 

北川 文雄 田 	町 木村秀雄 みどり町3丁目 小 野 栄子 工 藤 昭 彦 

栄 	町 奈 良祐 治 みどり町4丁目 渋谷勇 蔵 石 	畑 小野徳右エ門 旭・新田 太 田 金 男 

田 園 町 大 沢 拓 三 みどり町5丁目 斎藤むっ子 前落・中村 山 内 	司 中 	崎 北川成四郎 

十 川 町 西村喜美 みどり町6丁目 木村 	喬 馬 	性 伊藤航 一 共 	栄 三ケ田奥造 

平和町・不魚住 秋 田 善 七 みどり町7丁目 赤城幸雄 野 	崎 高 橋義 美 中野・川端 山 口 智 弘 

軒町・日の出町 田 口作太郎 みどり町8丁目 本荘栄造 田 	中 小 野 正 清 長 富（上） 増 田 光信 

雛 	田 平 山 昭 三 梅 j尺 士也 	区 悪戸・宮田 高 橋 永 一 （中） 中元武三郎 

小 	曲 平川 	巌 梅 	田 成 田 嘉雄 川 代 田 工 藤 満男 （中） 斎藤秀成 

沼 田 町 金 田 靖子 I, 土岐雄一 米 	田 対馬勝四郎 （下） 木村千代作 

八 重 菊 浜 田 昭 信 F, 船越兼太郎 二 本 柳 蒔 田 	親 

松 島 団 地 中 	泉 成 田 千義 飯 酷 封り 区 

松島町1丁目 藤田善太郎 ガ 今 	佐太郎 坂 	上 長 峰勝義 

9 平成6年6月15日 
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身も心もさっぱりする 

健康相談室へどうぞ 
ン対象 五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されノている方 

＞内容 血J王相談、病気の相談、心の相談 

健康についての話し 

＞料金 無 半斗 

ン持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相謬乏に応じます 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

一
局
セ
 
化

一

野
ン
 
文

タ
  

6月27日 
（月） 

10 : 30- 
12 : 30 

中高年の口の悩み 
(10 : 30--11 】 00) 

七和 農 協 6月29日 
（水） 

ii:00~ 
13 : 00 

中高年の口の悩み 
(12 】 00--12 : 30) 

コミュニテイ
センター梅沢 

6月30日 
（木） 

10 : 00-- 
12 】 00 

中高年の口の悩み 
(11 】 30--12 】 00) 

浅井公民館 
6月30日 
（木） 

10 : 00- 
12 : 00 

おいしいって言える
ために大切な“歯” 

(11 : 30-12 : 00) 

俵元農産物
加工センター 

7月 1日 
（金） 

U: 00-
12 S 30 

若さを保っための 
食生活 

(12 】 00-12 】 30) 

婦人ホーム 7月1日 
（金） 

13 : 00- 
14 : 00 

死亡率の高い肺がん 
(13 : 40-14 S 00) 

高瀬集会所 
7月 4 日 
（月） 

11:00- 
12 : 30 

乳がんの自己検査法 
をやってみましよう 
(11 : 00-il : 30) 

コミュニテイ
センター中川 

7 月 6 日 
（水） 

10 」 30- 
12 : 00 

貧血ぎみのあなたも
少しの工夫で夏をの
りきる！ 
(10 : 30-1l : 00) 

生活講座受講生募集働〈婦人の家 

r◇健康食教室（2回目） 

～三世代ふれあい家庭料理の実習と講話～ 

日時 7月 8 日（金）〇午前10時～12時30分 

くフ午後 6時30分～8時30分 

講師 白崎税（五所川原保健所健康増進課主幹） 

◇夏のお菓子作り 

～夏の和菓子を作ってみませんか～ 

日時 7月13日（水）〇午前10時～12時 

〇午後 6時30分～8時30分 

講師 半沢寛倫（ハンザワ店主） 

〇場所 働く婦人の家 調理室と第1講習室 

〇持参するもの ェプロン、三角巾、 メモ用具 

〇受講料 無半斗（但し材料費は各自負担願います） 

〇対象者 市内に住所又は職場を有する女性 

0締め切り 先着順で定員になり次第締め切ります 

〇申し込みと問い合わせ 

働く女11~人の家 雪35 - 8898 

ツ反・BCG 
（結核予防） 接種 

お子さんを結核からど守るために、ぜひ受けさ 

せましょう。 

＞対象 生後満6 カ月～48カ月までの乳幼児。 

（ただし、今までにBCG接種を受けた乳幼 

児は除きます。） 

＞場所 市保健センター 

ン受付一日寺間 午後 1時～1時30分 

＞注意事項 （①ツベルクリン注射の時は母子健 

康手帳のみ．を受イ寸に出してください。 

② B C G接種の時に問診票を記入してきてく 

ださい。 

③お子さんの健康】状態を良く知っている方が 

お連れください。 

④ft凱D予防接種を受けて1カ月を経ていない 

お子さんは接種できません。 

⑥地区別日程 

地 	区 ッ 	反 B C G 

五小学区 
七和地区 

7月 5 日（火） 7月 7 日（木） 

梅沢地区 
栄 地 区 
長橋地区 

7月6 日（水） 7月 8 日（金） 

みどり町 
飯詰地区 
毘沙門地区 

7月13日（水） 7月15日（金） 

松島地区 
松 島 町 
三好地区 

7月20日（水） 7月22日（金） 

南中
 
学
地
 
区
区
 

 

7月27日（水） 7月29日（金） 

「山蘭・牧水交遊書簡展」 
市歴史民俗資料館特別展 

郷土が生んだ本県歌壇の生みの親・和田山蘭

へ若山牧水が送った友情とユーモアあふれる貴

重な交遊書簡を展示いたします。 

近くの菊ケ丘水郷公園では、花菖蒲が皆様方

をお待ちしております。お気軽においでくださ 

V'。 

レ日時 7月 2 日～17日 午自t19時～午後 4日寺

ン場所 市歴史民俗資料館 雪3 5 - 9 5 5 5 

）入館料 一般206円、高・大学生103円、小・中

学生51円（20人以上は、団体害「l引があります） 

但し、 2日（土）-3日（日）は無料です。 

）休館日 月曜日 

ン主催 五所川原市教育委員会 

側）五所川原市自治振興公社 
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身議崩越へどうぞ | 
じ>対象 五所川原にお住まいの方で、ご白身及

び家族の身体ぐあいの'J::で心配されている方

仁〉内容 血圧相談、病気の相談、心の相談

健康についての話し

仁>料金 無料

じ〉持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

保健対がヰn談に応じます

開催場所 日fH1li月日 開催時1mはなしのテーマと時間

高野文化 6月27日 10 : 30~ 中高年の口の悩み
センター (月) 12 : 30 (10 : 30~ 11 : 00) 

仁和農協
6月29日 11 : OO~ 中高年の口のti読み
(水) 13: 00 (12 : OO~ 12 : 30) 

コミユニアイ 6月30日 10: OO~ 中高年の口の悩み
センター傍沢 (木) 12 : 00 (11 : 30~ 12 : 00) 

6月30日 10 : OO~ おいしいって言える
浅井公民館

(木) 12: 00 ために大切な“歯"(11 : 30~ 12 : 00) 

依元農産物 7刀l日 11 : OO~ 若さを保つための

加工センター (金) 12 : 30 食生活
(12 : OO~ 12 : 30) 

婦人ホーム
7月1円 13 ・ OO~ 死亡率のr~~ 1t、 11市がん
(金) 14: 00 (13 : 40~ 14 : 00) 

7月4口 11 : OO~ 乳がんの自己検王立法
高瀬集会所

(月) 12 : 30 をやってみましょう(11 : OO~ 11 : 30) 

貧血ぎみのあなたも
コミュニティ 7月6日 10: 30~ 少しのによーでdLをの
センター中川 (水) 12: 00 りきる!

(10 : 30~1l : 00) 

Ea闘E輔 t記号望調胃腸置
。健康食教室 (2岡目)

~三世代ふれあい家庭料理の実有と講話~

日時 7 月 8 日(金)0午前10時~12時30分

0午後 6 時30分~8 時30分

講師 向崎税 (五所川原保健所健康明進~主附

。夏のお菓子作り

~夏の和菓子を作ってみませんか~

日時 7 月 13 円(水) 0 午 ñíîlO時~12時

0午後 6 時30分~8 時30分

講師 半沢寛倫(ハンザワ府主)

0場所 働く婦人の家調理室と第 1誹押室

0持参するもの エプロン、三角巾、メモ用具-

0受講料 無料(但し材料点'は各自負判願います)

o対象者 市内に住所又は職場を有する女性

0締め切り 先着)1関で定員になり次第締め切ります

0 申し込みと問い合わせ

働く婦人の家 君35-8898 

[ツ反・
i 〈結核予防〉接種目
お子さんを結厳から守るために、ぜひ受けさ

せましょう。

じ> 対象 生後満 6 ヵ月 ~48ヵ月まで、の乳幼児。

(ただし、今までにBCG接種を受けた乳幼

児は除きます。)

b場所 市保健センター

b受付時間 午後 1 時~1 時30分

仁〉注意事項 ①ツベノレクリン注射の時は母(-健

康手帳のみを受付に山してください。

② BCG接種の時に問診票を記入してきてく

ださい。

③お子さんの健康状態を良く知っている々が

お連れください。

④ 他 の予防接種を受けて 1ヵ月を経ていない

お子さんは接種できません。

。地区別日程

I也 区 ツ 反 B C G 

五小学区
7月5[:1 (火) 7月7f1(木)

七和地区

梅沢地!ぇ

栄地区 7月6円(水) 7月8日(金)
長橋地区

みどり町

飯詰地区 7月131ヨ(水) 7片15日(金)
毘沙門地区

松島地区
松島町 7月20日(水) 7月22日(金)
三好 地区

南小学区
7月27日(水) 7月29日(金)

'11川地区

|r山蘭・笠宮鰐盟
郷土が生んだ、本県歌腕の生みの親・和田山闘

へ計山牧ノkが送った友附とユーモアあふれる古

屯な交i笠井簡を展示いたします。

近くの荊ヶ丘ノk郷公園では、花菖再iyが皆様プi

をお待ちしております。お気軽においでくださ

し、。

b日時 7 月 2 臼 ~17A 午前9時~午後 4時

b場所 市歴史民俗資料館 宮 35 -9 5 5 5 

1>入館料 一般206円、高 ・大学生103円、小・ rl:J

学生51円 (20人以上は、仔|体害IJ引があり ます)

但し、 2日〈土)- 3日〈日〉は無料です。

b休館日 月曜H

b主催 五所川原市教育委員会

州 五所川原市自治振興公社

平成6年6月15日 10 



み な つき 

月 水無月 

市役所容35 ユ111 

7月の保健センター相談日 

あつさで食欲がおちているあなた、 “スタミ

ナモリモリ” 夏バテをふきとばす料理をつくーっ

てみませんか。 

）テーマ 夏バテに勝つ食事 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

栄 
みどり町 

7月 7 日 
（木） 

コミュニテイ
センター栄 

7月 2 日 
（土） 

＞時間 午前9時30分～午後 1日寺 

D料金 無半斗て十す。 

ン持参する物 みそ汁（おわん半分位の量を汁 

だけ持参ください）、健康手帳（お持ちの方） 

おにぎり、 ェプロン、筆記用具 

ン申し込み先 地区の保健協力員へ 

※参加された方が、 ゆったりと学べるよう定 

員を30名としましたのでご了承ください。 

11 平成 6年6月15日 	 保健環境課 

種 月リ 開 設 日 内 	容 

母：と子の

相 談 日 

第1・第 3（水） 

7 月 6 日・20日 

10時～12時 

13時～15時 

（第3 の午後は

予糸勺相談です） 

乳児・幼児の発

達相談、育児の

相談、お母さん

の悩みごと相談

など 

成 メ、 の

木目 言炎 日 

第 2・第 4（水） 

7月13日・27日 

10時～12時 

13時～15時 

（第4 の午後は

予約相談です） 

血圧の相談、食

事の相談、心身

でこご心配なこと

など 

子靖勺相談は随時、電話で受けイ寸けます。 

※ 尚、 5月から相談日の曜日が金曜日から水 

曜日に変わりましたのでご注意ください。 

「かんたん！健康レストラン」 
受講者募集 

エ藤有桜ちゃん（雛田） 

母・貢子さAノ 伝い歩きは8 カ月ぐらいか

らできました。なんでもよく食べますが、4寺に

ごはんは大好きなんですよ。 このまま元気で、 

やさしい女の子に、 と願っています。 

す く す く 健診 
＞場所 市保健センター（新町バス停前） レ時間 受

付12 : 30から 健診12 】 45から15 : 00までの予定 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3歳児

には個人通知いたします。同封のアンケートに記入し

て、尿を小ビンに入れて持参ください。※注意① 3 カ

月健診に来れなかった方は、神経芽細胞腫（小児がん） 

の検査セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。②病気療養中（特に

伝染性の病気）のお子さんはご遠慮ください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3力月児 
H6年 
3月生まれ 

H6年 
7月12日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6カ月児 
H5年 
12月生まれ 

7月19日 
（火） 

離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
H5年 
6月生まれ 

7月25日 
（月） 

育児情報交換 
発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H5年 
1月生まれ 

7 月26日 
（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

3 歳児 
H3年 
1月生まれ 

7月14日 
（木） 

小児科・歯科診察、 
尿検査 
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セン

ター “母と子一の相談日 （第1・3水曜日）”も御

利用くノどさい。 

内線268・272 

保健セン 

水無月

市役所 n35-2官官官

'~~防措長室軍司t~;;闘=・
平電 局リ 院l 設 臼 F人j 安手

第 1・第 3(水)
乳児 ・幼児の発

7月 6日・20FI
違和l談、育児の

ド上と rσコ 10時~12時
相談、お母さん

相談日 13時~15時
の悩みごと相談

(第 3の午後は
など

予約相談です)

第 2・第 4(水)

7 sJ 13円.27日 血圧の相談、食
成人の 10時~12時 事:の相談、心身

利1&炎，1 13時~15時 でご心、配なこと

(第4の午後は など

予約相談です)

予約キ11談は随時、電話で受け付けます。

※ 尚、 5月から相談日の曜日が金曜日から水

附口に変わりましたのでこ注意ください。

Iかんたんf健康山ランI
受講者募集 団

あっさで食欲がおちているあなた、 “スタミ

ナモリモリ"夏パテをふきとばす料理をつくっ

てみませんか。

仁〉テーマ 夏パテに勝つ食事

開催場所

コミュニティ
センタ一栄

b時間 午前9時30分~午後 1時

仁>料金 無料です。

b持参する物 みそ汁(おわん半分位の量を汁

だけ持参くださレ、)、健康手帳(お持ちの方)

おにぎり、エプロン、筆記用具

仁〉 申し込み先 地区の保健協力員へ

※参加された方が、ゆったりと学べるよう定

員を30名としましたのでご了承ください。

のがのび袋蜘・満1歳

あり さ

工藤有桜ちゃん (雛回)

母・責子さん 伝い歩きは 8ヵ月ぐらし、か

らできました。なんでもよく食べますが、特に

ごはんは大好きなんですよ。このまま元気で、

やさしい女のチに、と願っています。

すくすく健診 I 

じ〉場所 市保健センター(新聞Iバス停前) じ〉時間 受

付12・30から健診12・45から15:00までの予定

じ〉持参するもの 母子健康手帳、パスタオノレ。3歳児

には個人通知lいたします。同封のアンケートに記入し

て、尿を小ピンに入れて持参ください。※注意① 3ヵ

月健診に来れなかった万は、神経芽細胞腫(小児がん)

の倹査セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。②病気療養中(特に

伝染性の病気)のお子さんはこ遠慮ください。

月 齢 対象児 期日 主な内容

H6年
H6年 小児科診察、神経芽

3ヵ月児 7月12日 細胞腫セット配布、3月生まれ
(火) 育児情報交換等

6ヵ月児 H5年 7月19日 離乳食の試食
12月生まれ (火) 発達相談等

1歳児 H5年 7月25日 育児情報交換
6月生まれ (月) 発達相談等

1歳 H5年 7月26日 小児科 ・歯科診察

6ヵ月児 1月生まれ (火)
丈夫な歯と顎になる
ためのお話

3歳児 1-I3年 7月14日 小児科・歯科診察、

1月生まれ (木)
尿検査
視聴覚検査等

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セン

ター“母と子の相談臼(第 1 ・3水 曜日)"も御

利用ください。
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「
 ーふれあいと 

対話が築く明るい社会」 

7月は 
「社会を明るくする運動」 

月間です0 

青森県実施委員会では 『少年の非行防

止と更生の援助のため、地域住民の理解

と協カをもとめる』 ことをスローガンに 

’運動を展開します。 

次代を担う少年を非行から守＝り、非行

に陥った少年の立ち直りを助けるため、 

地域に理解と協力の輪を広げましょう。 

⑨社会を明るくする市民集会及び街頭ノく

レード 

ン日時 7月8日（金） 午後 2日寺 

＞場所 市役所有Iiお祭り広場 

（雨天時市民文化会館大ホール） 

～市民の皆さん多数の参加をお願いします～ 

ン主催 五所川原市社会を明るくする運

動実施委員会 

登 

バス代行時刻 

五
 
酬
 

原川
 
駅
部
 
発
行
 

き
  

川部発 
五所川原駅行き 

6 時 53 分 6 時 31 分 

7 時 40 分 7 時 02 分 

8 時 09 分 9 時 38 分 

9 時 30 分 11 時 48 分 

11 時 42 分 13 時 23 分 

13 時 54 分 15 時 15 分 

15 時 47 分 15 時 45 分 

16 時 42 分 16 時 43 分 

17 時 49 分 18 時 00 分 

18 時 54 分 18 時 55 分 

20 時 58 分 20 時 04 分 

20 時 50 分 
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五所川原駅より 

戸 	おしらせします 

6月26日（日）五所川原より川部

間が、全列車運休となり、バス代

行で輸送を行います。 

（理由は、五所川原～陸奥鶴田間の十川の橋の

工事が 6月25日（土）の午後10時から行われるた

めです。） 

6月26日（日）のバス代行時刻は右記のとおり

です。接続等詳しい時刻表は五所川原駅舎に掲

示してル、ます。 

ン問い合わせ 

JR東日本 五所川原駅 胃3 5 - 2 3 8 1 

発行五所川原市役所／編集総務課〒037 五所川原市字岩木町12番地合代35-2111番 

一ふれあいと
対話が築く明るい社会-

7月は
「社会を明るくする運動」

月間です。

守φ布令
青森県実施委員会では『少年の非行防

止と更生の援助のため、地域住民の理解

と協力をもとめる」ことをスローヵーンに

運動を展開します。

次代を担う少年を非行から守り、非行

に陥った少年の立ち直りを助けるため、

地域に理解と協力の輸を広げまし ょう。

。社会を明るくする市民集会及び街頭パ

レード

じ〉 日時 7月 8日〈金〉 午後2時

じ>場所市役所前お祭り広場

(雨天時 市民文化会館大ホール)

~市民の皆さん多数の参加をお願いします~

仁〉主催 五所川原市社会を明るくする運

動実施委員会

五所川原駅より

おしらせします

6月26日(日)五所川原より川部

聞が、全列車運休となり、パス代

行で輸送を行います。

(理由は、五所川原~陸奥鶴田IIJJの十川 の橋の

工事が 6月25日(土)の午後10時 から行われるた

めです。)

6月26日(日)のパス代行時刻は右記のとおり

です。接続等詳しい時刻表は五所川原駅舎に掲

示しています。

じ>問い合わせ

]R東日本五所川原駅 宮 35 -238 1 

バス代行時刻

五所川原駅発
川部行き

6 時 53分

7 時 40分

8 時 09分

9 時 30分

11時 42分

13時 54分

15時 47分

16時 42分

17時 49分

18時 54分

20時 58分

発行五所川原市役所/編集 総務課 干037五所川原市字岩木町12番地 8(付35-2111香

川部発
五所川原駅行き

6 時 31分

7 時 02分

9 時 38分

11時 48分

13時 23分

15時 15分

15時 45分

16時 43分

18時 00分

18時 55分

20時 04分

20時 50分

平成6年6刀15日 12 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012

